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【一】次の表をみて問いに答えよ（20点） 

邪馬台国の女王[  ①  ] が中国の皇帝に使いをおくり[  ②  ]の称号をうける。 

 

Ａ倭王武が中国に使いを送り称号をうける。 

Ⅰ 

朝鮮半島の勢力と結んだ九州の豪族が大規模なＢ争乱をおこす。 

      Ⅱ 

[  ③  ]らが遣隋使として中国へわたる。 

      Ⅲ 

第１回遣唐使として[  ④  ]らが中国へわたる。 

 Ⅳ 

Ｃ白村江で倭軍が唐・新羅の連合軍に敗れる。 

      

[  ⑤  ]の来日により唐招提寺が建立される。 

 

Ｄ最澄・空海が入唐する。 

 

[  ⑥  ]によりＥ遣唐使派遣が中止となる。 

 Ⅴ 

平清盛によりＦ大輪田泊が修築される。 

 

問１ 表中[ ① ]・[ ② ]にあてはまる人名・語の組合せとして正しいものを次から選び、

記号で答えよ。 

    ア.①帥升・②親魏倭王        イ.①卑弥呼・②親魏倭王  

ウ.①帥升・②安東大将軍倭国王    エ.①卑弥呼・②安東大将軍倭国王 

 

問２ 表中[ ③ ]・[ ④ ]にあてはまる人名の組合せとして正しいものを次から選び、記号

で答えよ。 

ア.③小野妹子・④阿倍仲麻呂     イ.③犬上御田鍬・④阿倍仲麻呂 

ウ.③小野妹子・④犬上御田鍬     エ.③犬上御田鍬・④小野妹子 

 

問３ 表中[ ⑤ ]・[ ⑥ ]にあてはまる人名の組合せとして正しいものを次から選び、記号

で答えよ。 

    ア.⑤円仁・⑥菅原道真        イ.⑤円仁・⑥橘逸勢 

ウ.⑤鑑真・⑥菅原道真         エ.⑤鑑真・⑥橘逸勢 

 

問４ 表中下線部Ａについて関係の深い史料の組合せとして正しいものを次から選び、記号で答 

えよ。 
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 ア. ａ－ｂ   イ.ａ－ｃ   ウ.ｂ－ｃ   エ.ｂ－ｄ 

 

問５ 下線部Ｂについて説明した文として正しいのを次から選び、記号で答えよ。 

    ア.新羅と結んだ筑紫国造磐井が謀反をおこした。中央政権はこれを２年がかりで平定 

し、支配地に屯倉を設けた。 

イ.沿海州地方の女真族が対馬・壱岐から北九州に侵入した。これに対し大宰権帥藤原 

隆家らが撃退した。 

ウ.朝鮮王朝は建国以来倭寇に悩まされていた。そこで本拠地を対馬ととらえ大軍で襲 

撃したので日朝関係は一時中断した。 

エ.博多商人と結ぶ大内氏と堺商人と結ぶ細川氏が衝突した。大内側が勝利したので大 

内氏と博多商人が貿易の主導権をにぎった。 

 

問６ 下線部Ｃ・Ｆの位置の組合せとして正しいものを下から選び、記号で答えよ。 
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    ア.Ｃ-ｅ  Ｅ-ｇ          イ.Ｃ-ｅ  Ｅ-ｈ 

ウ.Ｃ-ｆ  Ｅ-ｇ          エ.Ｃ-ｆ  Ｅ-ｈ 

 

問７ 下線部Ｄについて彼らと関係が深いものの組合せとして正しいものを下から選び、記号で

答えよ。 

    ア.最澄：天台宗-教王護国寺      空海：真言宗-比叡山延暦寺 

    イ.最澄：天台宗-比叡山延暦寺     空海：真言宗-高野山金剛峰寺 

    ウ.最澄：真言宗-教王護国寺      空海：天台宗-比叡山延暦寺 

    エ.最澄：真言宗-比叡山延暦寺     空海：天台宗-高野山金剛峯寺 
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問８ 下線部Ｅの理由を説明した文として正しいのを次から選び、記号で答えよ。 

    ア.唐の衰退が明らかになり、多くの危険をおかしても交渉する必要がなくなった。 

イ.唐が滅亡したことにより、正式な交渉をおこなう必要がなくなった。 

    ウ.律令体制の変容により国家財政が苦しくなったので、やむなく交渉を中止した。 

  エ.律令体制の変容により治安が悪化したため、国内の体制維持に集中した。 

 

問９ ヤマト政権へ仏教が伝来した時期について正しいものを次から選び、記号で答えよ。 

    ア. 表中Ⅰの時期          イ. 表中Ⅱの時期 

ウ. 表中Ⅲの時期          エ. 表中Ⅳの時期 

 

問10 表中Ⅴの時期の出来事について当てはまらないもの当てはまらないもの当てはまらないもの当てはまらないものの組合せを次から選び、記号で答えよ。 

    ｉ．貴族社会を中心に、日本の風土や日本人の人情・嗜好にかなった文化が生まれた。 

ｊ．貴族の住宅が寝殿造となり、屋内の調度品は蒔絵の手法が用いられた。 

ｋ．仏教によって国家の安定をはかる目的で、国分寺造立の詔などを出した。 

ｌ．日本の伝統文化の代表とされる能・狂言・茶の湯・生花などがその基礎を確立した。 

 

ア.ｉ-ｊ     イ.ｊ-ｋ     ウ.ｊ-ｌ     エ.ｋ-ｌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解答 

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問10 
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■配点はすべて各２点です。 

 

■観点は以下です 

 問１ 知識理解 思考判断 

 問２ 知識理解 思考判断 

 問３ 知識理解 思考判断 

問４ 資料活用 知識理解 

問５ 思考判断 知識理解  

問６ 資料活用 知識理解 

問７ 知識理解 思考判断 

問８ 思考判断 知識理解 

問９ 思考判断 知識理解 

問10 思考判断 知識理解 


